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最優秀賞から「自走式水系浄化装置〈KURAGE〉」
　水中の有機廃棄物は炭素繊維チューブに付着し、有機廃
棄物取込口から〈KURAGE〉の体内装置に取り込まれる。
その後、取り込まれた有機廃棄物は、発酵槽内で水素発
酵され、水素と二酸化炭素、有機酸が生成される。生成
された水素は、燃料電池に蓄電され、〈KURAGE〉槽で 2段
目の発酵を終えたあと、浄化された状態で排出される。
〈KURAGE〉は生成したエネルギー分の移動が可能で、移
動した先で新たな汚水の処理を行い、水系都市の循環器
官として機能する。

最優秀賞から「自走式水系浄化装置〈KURAGE〉」

03-09 特集●交通と都市の未来形
 FUTURE DESIGN 2009
 未来エレベーターコンテスト
10-13 連載●リニューアル探検隊が行く！

 黒川ビル＆新星ハイツ
14-15 連載●安全・安心を科学する

 安全に空を飛ぶための「あかり」
 航空機のための安全・安心

  16 交通の快楽

 二階建て車両で
 郊外からゆったりと通勤
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安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

地球環境に配慮した大豆油インキ
を使用しています

古紙20％＋植林木・ECFパルプ80％
の再生紙を使用しています

今号の東芝エレベータ広報誌『FUTURE DESIGN』Vol.21に
対するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」
をお送りします。
今号の特選品は、東芝LEDライト「WEARABLE・STAR」で
す。バックやリュックに下げられる便利なストラップタイプと、
帽子や衣服に装着できるクリップタイプの２点セットでお届け
します。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2010年4月30日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

標準形エレベーターの
デザイン選定をサポートするサービスを開始
　東芝エレベータは、標準形エレベーターのかごや乗場の
デザインを、好みの色や天井・側板の仕様を選択しながら自
由にシミュレーションできるプランニングサポートツール
「PLANNING NAVI」のサービスを開始しました。
　アプリケーションは、下記のURLもしくは当社Webサイト
のトップにある「PLANNING NAVI」ボタンより無料でダウ
ンロードできます。
http:/ /www.toshiba-elevator.co. jp/elv/common/pit /
planningnavi/index.jsp

お知らせ



　テーマ

「地域コミュニティーを活性化する未来の交通」
キーワード

「サステナビリティー（持続可能性）」
「コミュニケーション」

テーマとキーワード
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未来のエレベーター・エスカレーターのかたちを募集した「FUTURE DESIGN 
2009 未来エレベーターコンテスト」も、今年で第3回目を迎えた。
第3回となる今回のコンテストでは、地域住民の望む未来の地域コミュニティー
のあり方を考え、「サステナビリティー（持続可能性）」と豊かな「コミュニケー
ション」のある地域コミュニティーで活躍するエレベーターやエスカレーター、
動く歩道、また新しい移動手段のアイデアを募集した。

 特集●交通と都市の未来形

未来エレベーターコンテスト 
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環
境
対
策
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

両
立
す
る
交
通
手
段

　

江
戸
時
代
以
来
、
東
京
が
河

川
を
利
用
し
た
水
の
都
で
あ
っ

た
こ
と
に
着
目
し
た
、
水
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
の
提
案
で

あ
る
。
核
と
な
る
の
は
、
新
た

な
移
動
手
段
と
し
て
の
乗
り
物

〈
K
U
R
A
G
E
〉。
こ
れ
に
乗
っ

た
人
は
体
重
移
動
で
方
向
を
定
め

る
だ
け
で
、
あ
と
は
風
景
を
、
地

形
を
、
風
を
楽
し
み
つ
つ
、
ゆ
っ

く
り
と
水
上
を
漂
っ
て
ゆ
く
。

　

一
方
〈
K
U
R
A
G
E
〉
の
下

部
で
は
、
炭
素
繊
維
チ
ュ
ー
ブ
が

水
中
の
有
機
廃
棄
物
を
取
り
込
ん

で
水
素
醗
酵
さ
せ
、
水
素
、
二
酸

化
炭
素
、
有
機
酸
を
生
成
し
て
い

る
。
水
素
は
燃
料
電
池
に
蓄
電
さ

れ
て
〈
K
U
R
A
G
E
〉
の
動
力

源
と
な
り
、
残
り
は
さ
ら
に
浄
化

さ
れ
て
排
出
さ
れ
る
。
そ
の
上
、

炭
素
繊
維
チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
て

水
中
の
微
生
物
の
活
性
化
も
同
時

に
行
う
た
め
、
河
川
で
は
生
き
物

に
棲
み
や
す
い
環
境
が
作
り
出
さ

れ
て
い
く
。

　

こ
う
し
て
浄
化
さ
れ
た
水
辺
に

は
人
が
集
ま
り
、
東
京
と
い
う
都

市
に
新
し
い
形
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
生
み
出
さ
れ
る
。

Grand Prix

持続可能性のあるコミュニティーをテーマにかかげた今回のコンテストだったが、
最優秀賞に輝いたのは、コミュニティーに加えて環境問題にも配慮した作品だった。

東京水系2030
杉木 勇太（早稲田大学大学院）

常名 慶一郎（早稲田大学大学院）
【受賞者コメント】
僕たちは東京の水や河川に可能性があるのではないかと
考えるところから出発しました。東京には、昔から河川
を利用するという考え方がありましたが、現在では都市
の表舞台から消えてしまいました。僕たちは、それをも
う一度復活させることはできないかと思ったわけです。
応援してくださった研究室の先生やメンバー、支えてく
れた友人たち、そして家族に感謝します。

最優秀賞

コミュニティーと環境浄化に
貢献する乗り物
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審 査 員 講 評

今村 創平氏　IMAMURA Souhei ●1966年東京生まれ。1989年早稲田大学理工学部建築学科卒業。2002年設計事務所
アトリエ・イマム一級建築士事務所設立。2003年プロスペクター設立。ブリティッシュ・コロンビア大学大学院、芝浦工業大学大学院、
工学院大学、桑沢デザイン研究所で非常勤講師を務める。
   
ユニークな提案、見事なプレゼンテーション、歴史といった文脈への配慮など、さまざまな側面に目配りが利いた
最優秀賞にふさわしい提案と言える。少人数用の乗り物が都市のシーンの中に散在し、それぞれが思い思いの時間

を過ごすというアイデアが今回のコンテストではいくつか見られたが、その中で最も完成度が高い作品であった。水と同化するよう
なキャラクターの〈KURAGE〉は、豊かなイメージを喚起するとともに生きものを感じさせるところも好ましい。
解説文によると、〈KURAGE〉が集まることも想定されているようだが、作品ではそれぞれがお互いに関心がないように見えた。そ
のことで、都市に人が集まることに対して消極的に見受けられるのが残念だ。

辛島 恵美子 氏　KANOSHIMA Emiko●1949年生まれ。東京大学大学院法学政治学研究科基礎法学専攻修士課程修了、東京大学
大学院工学系研究科学際工学専攻博士課程満期退学。薬剤師。三井情報開発株式会社総合研究所を経て、NPO法人安全学研究所を設立し、
現在、理事。
   
速さを競ってきた交通技術史に「漂える移動のよさ」の価値を追加し、河川との新たな親しみ方を提案している
作品として強く印象に残る作品でした。さらに「サステナビリティー」のアイデアを加えて交通媒体を自走式水

系浄化装置〈KURAGE〉として発想したところも魅力的でした。近代化にともなう都市化と道路網拡充の政策の中で、安易に埋め
立てたり下水管代わりに取り扱ったりしがちであった河川ですが、水質汚染、近年の集中豪雨などによる都市型水害も含め、河川
と人の暮らし方を改めて見直す時期にきていると感じています。幼い頃から、水の大切さ、さらに付き合い方を誤れば命にかかわ
ることも学びながら、賢明に付き合う術を身につけることの重要性も同時に強く思い起こさせてくれた作品でした。

田中 浩也 氏　TANAKA Hiroya ●1975年生まれ。東京大学工学系研究科博士課程修了。博士（工学）。2005年より慶應義塾大学
環境情報学部講師、2008年より同准教授、現在に至る。
   
水系都市の提案は、『東京エコシティ ̶新たなる水の都市へ̶』（鹿島出版会、2006）や『Future Vision の系譜̶
水の都市の未来像』（鹿島出版会、2006）をはじめとして、近年数多く発表されており、この作品には一見して既視
感が感じられる。私には、この作品を注意深く読み込んでも、強い個性や突出した独自性を見出すことはできなか

った。しかし、今回はそれらの弱点を補うに値する、提案の密度と完成度、美しいプレゼンテーションを評価することとした。
今後は、ビジュアルのみではなく、作中で提案されていた廃棄物水素発電や積載荷重の検証など、技術的要件を含む詳細な設計を
追求して欲しい。優れたアイデアを美しいプレゼンテーションのみで消費してしまわないよう、技術や環境など、そのアイデアを
取り巻く要素を掘り下げた上での提案が必要である。

小林 庸至 氏　KOBAYASHI Yoji ●1979年愛知県生まれ。2003年東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻修了。株式会社野村
総合研究所にて、主に公共セクターに対する調査・コンサルティング業務に携わる。専門は、社会資本政策・都市政策。
   
通常の都市計画においては都市の「裏」と見なされる水辺空間を「表」とし、水辺をモビリティーやコミュニケ
ーションの場として捉えるというアイデア自体は、独創的なものではないかもしれない。実際、今回のコンテスト
でもいくつか同様のアイデアは見られた。しかし、プレゼンテーションの分かりやすさ、美しさ、そしてそこか

ら生ずる説得力の面で、他の提案を大きく凌駕していた。
私が従事しているシンクタンクの仕事でも、プロジェクトを提案する際には、美しいだけ、コンセプトが素晴らしいだけではダメで、
そこにロジックや具体的なスキームがないと説得性を持たない。その意味で、この作者とはぜひ一緒に働きたいと思った。

原田 豊 HARADA Yutaka ●1951年生まれ。九州工業大学工学部卒。株式会社東芝府中工場昇降機部長、東芝電梯（上海）有限
公司責任者を経て、現在にいたる。

前回同様に今回も水をテーマとした作品が多く見られたが、この作品で提案された〈KURAGE〉が、単なる交
通機関ではなく、それ自身が廃棄物で水素発電し、そのエネルギーで水を浄化する機能を持つというユニークな
提案であることを高く評価した。まだ研究段階にある循環型エネルギー生成システムを目指し、都市を人間にた

とえると、胃腸のように都市の有機物質をエネルギー源として、肝臓のように汚染された水系を浄化する。それは映画『Back to 
the Future』に出ていた生ゴミを燃料とする自動車型タイムマシンの「デロリアン2」を想起させるものであった。
今回は、応募形式を A1判パネルのみから A3判ビジュアルと解説文に変更したが、本作品はビジュアル面でもまとまりが良く、
応募形式を最大限に活用したインパクトのある作品となっていた。
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受
賞
者
が
一
堂
に
会
し
た
授
賞
式

　

去
る
12
月
16
日
、
東
芝
府
中
事

業
所
に
お
い
て
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
3

回
目
を
迎
え
る
が
、
授
賞
式
が
行

わ
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

　

賞
状
と
副
賞
の
授
与
の
後
、
審

査
員
の
ひ
と
り
で
建
築
家
の
今
村

創
平
氏
が
「
社
会
の
写
し
鏡
と
し

て
の
都
市
―
都
市
が
変
わ
る
と
、

交
通
が
変
わ
る
―
」
と
題
す
る
記

念
講
演
を
行
っ
た
。

受
賞
者
と
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

講
演
終
了
後
は
、
会
場
を
会
議

室
へ
と
移
し
、
受
賞
者
と
東
芝
エ

レ
ベ
ー
タ
の
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
た

ち
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
最

初
に
学
生
た
ち
か
ら
各
々
の
授
賞

作
品
に
対
し
、
応
募
動
機
も
含
め

て
改
め
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。
そ

れ
に
対
し
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
か
ら

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
単
体
で
は
な
く
都
市
全

体
の
中
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
印

象
深
く
、
こ
れ
か
ら
仕
事
を
し
て

い
く
上
で
参
考
に
し
た
い
な
ど
の

意
見
が
出
た
。

　

後
半
に
入
っ
て
か
ら
は
、
学
生

側
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
側
の
間
で
興
味

深
い
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
幾
つ
か
を
紹
介
す
る
と
…
…
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
側
か
ら
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
通
過
し
た
後
の
シ
ャ

フ
ト
内
ス
ペ
ー
ス
や
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
待
ち
時
間
な
ど
、
既
存
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
ま
だ
改
善
で
き

る
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
を
改
善
す

る
こ
と
が
効
率
性
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
る
と
、
学
生
の
側
か
ら
は
、
そ

う
し
た
発
想
は
自
分
た
ち
に
は
な

か
っ
た
の
で
面
白
い
と
し
つ
つ
も
、

そ
う
し
た
ム
ダ
は
必
ず
出
る
も
の

だ
か
ら
、
そ
の
部
分
を
な
く
す
の

で
は
な
く
他
の
方
向
で
活
用
で
き

れ
ば
、
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
転
換
し

て
も
っ
と
面
白
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
含

ん
だ
乗
り
物
と
い
う
話
題
で
は
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
側
か
ら
、
現
状
の

仕
事
で
は
効
率
性
が
重
視
さ
れ
る

が
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

取
り
込
ん
だ
構
造
を
も
つ
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
話

題
性
を
も
た
せ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
案
が
出
た
り
、
学

生
側
か
ら
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

乗
り
込
ん
だ
人
が
も
っ
て
い
る
音

楽
ツ
ー
ル
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好

き
な
曲
が
自
然
に
流
れ
出
す
と
い

う
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
曲
を
め
ぐ
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

案
な
ど
も
出
さ
れ
た
。

工
場
と
研
究
塔
を
見
学

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
は
、

受
賞
者
一
同
は
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

同
じ
敷
地
内
に
あ
る
東
芝
エ
レ
ベ

ー
タ
府
中
工
場
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

客
先
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
細
か

い
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
し
な
が
ら
作

ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
製
造
現

場
を
一
通
り
見
学
し
た
の
ち
、
最

後
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
研
究
塔
を
訪

れ
た
。
こ
の
研
究
塔
は
、
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｐ
Ｅ
Ｉ
１
０
１
で
使
わ
れ
て
い
る

超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
試

験
が
行
わ
れ
た
場
所
だ
。
研
究
塔

の
最
上
階
ま
で
上
っ
た
受
賞
者
た

ち
は
、
地
上
１
５
０
ｍ
か
ら
の
景

色
を
楽
し
ん
だ
後
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｉ
１
０
１
で
使
用
さ
れ
て
い
る
巻

上
機
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
モ

ノ
づ
く
り
の
現
場
を
知
ら
な
い
学

生
に
と
っ
て
、
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
話
や
最
新
の
技
術
に
触
れ
る
工

場
見
学
は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
若
手
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
と
っ
て
は
、
現
実
の
仕
事
と

は
ま
た
別
の
視
点
で
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、

お
互
い
に
と
て
も
刺
激
的
な
時
間

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

エレベーターの最新技術に触れる授賞式
Award Ceremony and Discussion

巨大なエレベーター研究塔がそびえる東芝府中事業所にて
受賞者が一堂に会して行われた授賞式では、

エンジニアとのディスカッションや工場見学も行われた。

表 彰 式 と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

授賞式 受賞者の皆さん。前列左から荻生氏、常名氏、杉木氏、
後列左から野口氏、梅澤氏、荒井氏、峯村氏、田中氏

ディスカッションの様子
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Endless Life Tree
荻生 隼太郎
宮城大学 大学院 

優 秀 賞 と 審 査 員 賞

応募作品の詳細はWebサイトにて公開中です。http://www.toshiba-elevator.co.jp/elv/newsnavi/volumes/contest/index.html

【受賞者コメント】
私は、今回のテーマについて、死というものを地域の中でのつながりのひとつとして捉え、それを形にしてみよう
と考えました。
また、エレベーターを単なる手段としてではなく、目的ともなるエレベーターというものを形にできないかという
方向で考えてきました。今後はエレベーターがどういった形になるか分かりませんが、これまでとはまた別の新し
い意味合いにおいてもエレベーターが活用されることを祈っています。

コミュニケーションのある未来の移動手段
Outstanding  Award and Judges' Awards

優秀賞には「祖先と墓地」を正面から捉えた作品が、
審査員賞にはコミュニケーションに役立つ交通機関を
斬新な発想で提示した 3作品が選ばれた。

優 秀 賞

この提案の設定地は今後衰退の可能性が高い地方都市である。
ここではエレベーターが中心となって地域と歴史をつなぐ役割を果たす。地上には
生命を育む里山を設定し、人々は農作物を育て、風土を感じ、意識を交流させる。
地下に設定されているのは、共同墓地だ。墓地にはその地域に暮らしてきた人々が
年代順に埋葬されている。地上階と地下階は Tree 状のエレベーターによって貫か
れており、エレベーターには埋葬者の記憶がデジタルデータとして保存されている。
地下階を訪れる人は、エレベーター内部に映し出される埋葬者の記憶を見ることで、
地域の歴史を共有することになる。提案では、都市の崩壊後にこのTreeが都市を回
復させるためのSeed となることを示唆している。

審査員賞

elevator park
田中 慎一
芝浦工業大学 大学院 

審査員賞

Moses～どこまでも歩いていくということ～
荒井 拓也　芝浦工業大学 大学院
野口 直樹　芝浦工業大学 大学院
梅澤 佑介　芝浦工業大学 大学院

審査員賞

5.6kmの移動菜園
峯村 祐貴
日本大学 
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続
け
て
き
た
こ
と
で

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
作
品

　

早
い
も
の
で
、
２
０
０
７
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
も
、
今
回
で
第
３

回
目
を
迎
え
た
。

　

今
年
の
最
優
秀
賞
作
品
に
選
ば

れ
た
「
東
京
水
系
２
０
３
０
」
は
、

か
つ
て
作
家
・
幸
田
露
伴
が
随
筆

「
水
の
東
京
」
の
中
で
江
戸
以
来
、

東
京
が
水
の
都
で
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
そ
の
運
河
の
伝
統
を
、

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
を
用

い
て
蘇
ら
せ
よ
う
と
い
う
興
味
深

い
提
案
で
あ
っ
た
し
、
優
秀
賞
と

な
っ
た
「
E
n
d
l
e
s
s 

L
i
f
e 

T
r
e
e
」
も
、
近
代

都
市
の
中
で
誰
も
が
頭
の
隅
に
追

い
や
り
遠
ざ
け
て
き
た
「
死
」
の

問
題
を
む
し
ろ
積
極
的
に
捉
え
直

し
、
都
市
の
真
下
に
墓
地
を
作
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
上
に
生
活
す

る
人
た
ち
と
過
去
の
人
々
の
記
憶

を
共
有
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
大

胆
な
発
想
の
提
案
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
両
作
品
に
つ
い
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
今
回
の
応
募
作
品

全
体
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は

「
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
」
と
い
う

田
中
氏
の
発
言
が
要
約
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　

今
回
は
審
査
の
段
階
で
、
票
が

か
な
り
割
れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
今
村
氏
は
、「
普

通
の
コ
ン
ペ
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
８

割
程
度
が
落
ち
て
、
残
り
の
２
割

く
ら
い
で
票
を
争
う
ん
で
す
が
、

今
回
票
の
集
中
が
少
な
か
っ
た
の

は
、
優
秀
な
作
品
が
多
か
っ
た
た

め
」
と
述
べ
た
。
ま
た
辛
島
氏
は

「
作
品
に
刺
激
を
受
け
て
こ
ち
ら

の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
だ
」
と
語

り
、
原
田
氏
も
「
中
身
の
あ
る
作

品
が
増
え
た
」
と
評
価
し
た
。
そ

し
て
今
年
初
め
て
審
査
員
に
加
わ

っ
た
小
林
氏
も
「
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
発
想
が
多
く
、
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
審
査
を
し
て

い
て
も
、
日
頃
使
っ
て
い
な
い
頭

を
使
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
」
と

の
感
想
を
述
べ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う

テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て

　

さ
て
、
今
回
は
テ
ー
マ
と
し
て

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
性

化
す
る
未
来
の
交
通
」、
そ
し
て

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー（
持
続
可
能
性
）」と「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
定
さ

れ
た
が
、
こ
の
点
が
作
品
に
ど
う

生
か
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
審
査

員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な

発
言
が
あ
っ
た
。

原
田
「
社
会
環
境
を
含
め
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
の
も
つ

意
味
合
い
を
し
っ
か
り
と
捉
え
た

作
品
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
と
い

う
気
が
し
ま
す
。
た
だ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
い
う
言
葉
の
捉
え
方
に

は
、
応
募
者
そ
れ
ぞ
れ
に
少
し
ず

つ
ズ
レ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
作
品

の
中
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
」

辛
島
「
今
回
は
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
い
う
テ
ー
マ
や
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

っ
て
い
た
た
め
に
、
同
じ
移
動
と

い
っ
て
も
速
さ
を
競
う
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り

と
漂
う
よ
う
な
も
の
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
」

小
林
「
全
体
に
、少
人
数
か
つ
『
つ

か
ず
離
れ
ず
』
ぐ
ら
い
の
距
離
感

で
、
目
的
や
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
所

属
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
変
え

ら
れ
る
、
と
い
う
提
案
が
多
か
っ

た
と
こ
ろ
に
、
今
の
若
者
が
考
え

る
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
像

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」

今
村
「
前
回
は
カ
プ
セ
ル
型
の
移

動
手
段
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
多
く
、

閉
じ
た
個
の
世
界
か
ら
は
何
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
し
な

い
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
よ
っ
て
、
少
人
数
で
は
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
開
か
れ
た
も
の

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

田
中
「
い
ま
は
I
T
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主

流
で
す
が
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は

『
E
n
d
l
e
s
s 

L
i
f
e 

レベルアップした応募作品を振り返る
Judges' Review

今回で３回目を迎えた未来エレベーターコンテスト。
今回の応募作品には過去の作品を越えるものを提案しようという力作が多数集まった。

作品についてと今後のコンテストのあり方についても、あらゆる角度から議論がなされた。

コ ン テ ス ト を 終 え て

（写真左から）田中浩也氏／辛島恵美子氏／今村創平氏／原田豊／小林庸至氏 
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T
r
e
e
』
の
よ
う
な
死
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

り
、『
5
・
6
km
の
移
動
菜
園
』

の
よ
う
に
植
物
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と
し
た
り
と
、

既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

足
り
な
い
も
の
を
補
完
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
」

コ
ン
テ
ス
ト
の
課
題
と

今
後
へ
期
待
す
る
も
の

　

議
論
す
る
中
で
は
、
ま
た
新
た

な
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

│
。

　

今
回
か
ら
Ａ
３
判
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
と
Ａ
４
判
の
解
説
文
と
い
う
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
法
と
し
た

が
、
そ
の
使
い
分
け
が
う
ま
く
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
C
G
が
不
得
意
な
の
で
あ
れ

ば
、
実
際
に
模
型
を
作
っ
て
そ
れ

を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
す
る
な
ど
、
自

分
の
得
意
な
方
法
を
使
っ
て
構
わ

な
い
の
だ
か
ら
、
多
様
な
表
現
方

法
を
使
っ
た
応
募
作
品
に
も
期
待

し
た
い
。
新
し
い
技
術
の
登
場
に

よ
っ
て
世
界
は
短
期
間
に
変
貌
を

遂
げ
る
、
そ
の
点
か
ら
考
え
る
な

ら
、
今
あ
る
技
術
に
ま
っ
た
く
と

ら
わ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
で
発
想
し

た
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
提
案
の
中
に
登
場
す
る

人
物
が
、
大
学
生
す
な
わ
ち
『
自

分
と
そ
の
仲
間
』
に
偏
る
傾
向
に

あ
る
が
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、

身
体
の
不
自
由
な
方
や
外
国
人
な

ど
、
社
会
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
ま
で
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
て
ほ
し
い
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
た
学
生
同
士
が
、
お
互
い

の
作
品
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
し
合

う
の
も
学
生
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
面
白
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
、
こ
れ
か
ら
の

新
た
な
展
開
を
予
感
さ
せ
る
意
見

も
飛
び
出
し
て
審
査
員
に
よ
る
レ

ビ
ュ
ー
は
終
了
し
た
。

森栗 茂一
MORIKURI Shigekazu

大阪大学
コミュニケーションデザイン・センター
教授

R E V I E W

移動に “ドキドキする感覚”を期待したい
　今回、未来エレベーターコンテストの受賞作品を見て、「速度や効率を求
める作品が少ない」ことに非常に共感を覚えました。
　私が今の都市に求めるものに挙げたいのは、“ドキドキする感覚” です。
　曲がりくねった道には「その先に何があるのだろう」とわくわくしますし、
坂道には上りきった先に何があるのだろうと想像する楽しさがあります。
　真っ直ぐな道は移動効率はいいのかもしれませんが、こうした先の見えな
いことによる散策の楽しみは少ないのです。
　もちろん、都市とはまず「多くの人びとが集う場所」である以上、使い勝
手のよいものでなければならないというのは前提条件です。しかし、人間が
効率だけでは生活できない生き物であるならば、その人間が集まる都市にも、
一見非効率に見える遊びの部分もまた必要な存在であると言えるでしょう。
　最優秀賞の「東京水系2030」は、ビジュアルの中心にくらげに乗った
老婦人が本を読んでいる様子が描かれています。ゆったりとした流れに身を
任せて移動し、移動の時間を豊かに過ごす。隣の乗り物に乗った人との会話
もできる。「出会いが期待できる交通機関」というのは、コンテストの募集対
象である学生の皆さんには大変興味深いテーマかと思いますが（笑）
　また、“ドキドキする感覚” という点では、「elevator park」も面白い。
たくさんのシャフトで地上と地下を繋いでいるのですが、地下にギャラリー
を設けて山車（だし）があるのがいい。あっと驚く感覚を移動効率をムダにせ
ずに実現していると感じました。この作品では舞台を東京駅前という既存の
地下街が非常に発達した場所に設定していますが、人工地盤を使えば、他の
都市でも実現できると思います。

持続するコミュニティーのインフラには「共働」を
　エレベーターやエスカレーターといった建物内を移動するための手段は、
基本的に無料です。利用に際して料金が必要なものは、超高層ビルの展望台
行きのエレベーターなど、ごく限られていると思います。
　日ごろ、お金を払うこともなく何気なく使っている階段やエレベーター、
そして自宅前の道路などは、実は誰かしら管理者がいて、税金や共益費とい
う形で運営コストを負担することで、自分もその権利者の一員であるわけで
す。しかし、これらのインフラを「自分のもの」と意識して使用している人
は少ないのではないでしょうか。インフラを「自分のもの」として認識すれば、
道路にごみを捨てたり、エレベーターにいたずらしたりする人も減るでしょ
う。そのように地域住民に感じてもらうにはどうしたらいいのでしょうか。
　私は、大切なのは「共働」という考え方だと思っています。
　自宅前の街路樹を自分のセンスでメンテナンスできたり、エレベーターの
清掃を当番制にしたりと、行政や管理会社に金銭で委託するだけではなく、
インフラの管理に自分の汗を流すこと、そんな共働によって共感も生まれて
きます。
　インフラを自分の手で管理しているものだと思えば、愛着も湧きます。
地域住民が自分たちのものであるインフラの管理・運営に積極的に参加する
ことで、その扱い方が変わるだけではなく、大切に扱われることで資産価値も
増えるでしょう。マンションにお住まいの読者の方も多いと思いますが、
普段何気なく使っているエレベーターをもう一度そんな見方で見直してはい
かがでしょうか。（談）

　自分たちの手で自分たちの
コミュニティーの交通手段を考えたい
人が交流する持続可能な社会に貢献する交通手段とは

どのようなものなのだろうか。
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か
つ
て
は
﹁
東
京
の
奥
座
敷
﹂
と
し
て
賑
わ
う

　

綱
島
温
泉
は
黒
湯
と
呼
ば
れ
る
黒
色
の
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
で

あ
る
。
1
9
1
4
年
に
温
泉
が
湧
出
し
、
以
降
「
東
京
の
奥

座
敷
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
温
泉
街
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
父
親

の
代
か
ら
温
泉
旅
館
を
営
ん
で
い
た
有
限
会
社
黒
川
事
務
所

の
黒
川
亮
一
社
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
最
盛
期
は
80
軒
ほ
ど
も
温
泉
旅
館
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ま
で
は
1
軒
も
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
1
9
8
2
年

に
転
業
し
て
旅
館
を
取
り
壊
し
、
翌
年
に
現
在
の
建
物
を
作

り
ま
し
た
」

　

現
在
の
黒
川
ビ
ル
は
広
い
敷
地
に
、
10
階
建
て
と
6
階
建

て
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
2
棟
、
そ
の
う
ち
1
～
３
階
部
分

は
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン

黒
川
ビ
ル
＆
新
星
ハ
イ
ツ

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

黒
川 

亮
一
氏

有
限
会
社
黒
川
事
務
所

代
表
取
締
役

黒 川 ビ ル

▲エレベーター・1階のりば
油圧式エレベーター 1台とロープ式エレベーター 1台の計 2台をリニューアル。
トランク扉も鏡張りにして、かご室内が一層明るくなっている。

OWNER

MAKER

横
浜
市
の
綱
島
は
か
つ
て
、「
東
京
の
奥
座
敷
」
と
呼
ば
れ
た
一
大
温
泉
街
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
80
軒
も
の

宿
泊
施
設
が
あ
っ
た
が
、1
9
8
0
年
代
に
多
く
が
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
や
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
変
わ
っ
た
。

今
回
、
探
検
隊
が
訪
ね
た
黒
川
ビ
ル
と
新
星
ハ
イ
ツ
も
そ
の
ひ
と
つ
。
オ
ー
ナ
ー
の
黒
川
亮
一
社
長
と
佐

藤
誠
三
社
長
は
入
居
者
の
安
全
と
快
適
性
を
求
め
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
し
た
。

13
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は
全
部
で
41
戸
、
テ
ナ
ン
ト
は
飲
食
店
、
塾
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
11
軒
が
入
居
し
て
い
る
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
が
2
棟
に
な
っ
た
の
は
、
全
室
南
向
き
に
す

る
た
め
で
、
10
階
建
て
に
は
ロ
ー
プ
式
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
6
階
建
て
に
は
油
圧
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
導
入

し
た
。
油
圧
式
に
し
た
の
は
、
日
当
り
へ
の
配
慮
か
ら
屋
上

に
機
械
室
を
作
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
25
年
も
経
つ
と
、
油
圧
式
の
方
に
ト
ラ
ブ
ル
が
出
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
段
差
が
生
じ
た
り
、
乗
り
心
地
も
よ
く
な

か
っ
た
し
、
閉
じ
込
め
も
起
き
、
入
居
者
か
ら
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
」
と
黒
川
社
長
。

　

そ
こ
で
、
油
圧
式
・
ロ
ー
プ
式
と
も
に
準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
決
断
。
2
0
0
9
年
3
～
4
月
に
か
け
て
、
Ｐ
波
感

知
器
付
き
地
震
時
管
制
運
転
装
置
を
は
じ
め
、
停
電
時
自
動

着
床
装
置
な
ど
最
新
鋭
の
安
全
装
備
を
施
し
た
。
さ
ら
に
防

犯
カ
メ
ラ
も
新
し
い
も
の
に
変
え
た
。

　

ロ
ー
プ
式
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
完
全
停
止
期
間
が
1
週

間
で
す
ん
だ
が
、
油
圧
式
で
は
撤
去
に
時
間
が
か
か
り
、
1

カ
月
間
は
停
止
す
る
。
そ
こ
で
、
黒
川
社
長
は
住
民
に
配
慮
し
、

各
踊
り
場
に
椅
子
を
置
い
た
と
い
う
。

　
「
や
る
以
上
は
最
新
鋭
に
し
な
い
と
意
味
が
な
い
で
す
か
ら

ね
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
住
人
か
ら
感
謝
の
お
手
紙
を
も
ら

っ
て
、
私
と
し
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

安
全
は
お
金
に
替
え
ら
れ
な
い

　

黒
川
社
長
は
、
こ
う
し
た
思
い
を
か
つ
て
の
旅
館
業
仲
間

で
あ
り
信
頼
す
る
新
星
商
事
株
式
会
社
の
佐
藤
誠
三
社
長
に

話
し
た
。
佐
藤
社
長
も
1
9
8
7
年
に
旅
館
業
か
ら
不
動
産

業
に
転
換
し
、
旅
館
の
跡
地
に
6
階
建
て
、
35
世
帯
の
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
た
。

　
「
2
0
0
5
年
に
起
き
た
千
葉
県
北
西
部
地
震
で
震
度
5

を
記
録
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

佐
藤 

誠
三
氏

新
星
商
事
株
式
会
社

社
長

▼エレベーター・1階のりば
2009年 9月発売の新安全基準に適合した最新型エレベーターを導入。
階数表示パネルがデジタル表示から液晶表示になり、日付などより詳細な
情報が表示できるようになった。

新 星 ハ イ ツ



12

新星商事株式会社
1987年まで温泉旅館を経営するが、転業し、跡地に６階建て、35世帯の
賃貸マンションを建設。計３棟の賃貸マンションを所有。

■住所：神奈川県横浜市港北区綱島東 1-13 -24
■TEL：045-531-0713

こ
れ
を
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
め
ま
し
た
。
安
全
は
お
金

に
替
え
ら
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
黒
川
さ
ん
と
は
以
前
か
ら

情
報
交
換
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る

生
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
、
2
0
0
9
年
11
月
に
準
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
完
了
し
、
入
居
者
に
も
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

黒
川
社
長
、
佐
藤
社
長
と
も
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
が
完
備

さ
れ
た
こ
と
で
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
ビ
ル

オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
、
地
震
な
ど
万
が
一
の
事
態
を
考
え
て

待
機
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
負
担
に
な
る
。

　

ま
た
、
マ
シ
ン
ル
ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
導
入
に
よ

り
、
機
械
室
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
黒
川
社
長
は
そ
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
倉
庫
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
検
討
中
と
の
こ
と
。

佐
藤
社
長
も
空
い
た
機
械
室
を
倉
庫
に
転
用
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

ビ
ル
経
営
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

昨年９月に、エレベーターの新安全基準が施行

され、制動装置の二重化や、Ｐ波感知型地震

時管制運転装置などの設置が義務化されましたが、

今回、黒川社長や佐藤社長がリニューアルに踏み切

られたことは住人の安全を確保する意味で、大きな

意義があると思います。両社長とも地震時の安全性

などについて気を配っておられ、メーカーから情報

を入手したり、お互いに意見を交換したりしていた

ようです。ユーザー同士で情報交換を行い、リニュー

アル後のエレベーターを体験できるというのはいい

ことだと思います。

　マンションにおいて、リニューアルは単に老朽化

への対処だけではありません。最近では防犯面の強

化も重視されるようになっています。古いマンショ

ンほどエレベーターが奥まった所に隠れるように設

置されており、防犯上の死角になりやすいからです。

　黒川ビルも新星ハイツも、かご室内やエレベーター

ホールに防犯カメラを設置しており、防犯対策も万

全を期しているように感じました。管理人室がエレ

ベーター近くにあることも重要です。佐藤社長は管

理人室でモニターを監視していて、いたずらなどを

未然に防いだことがあるそうですから、住人も安心

ですね。また、24時間 365日の遠隔監視システム

は住人だけでなく、オーナーのみなさんにも安心で

きるでしょう。

　リニューアルでかご室内が明るくなれば防犯対策

になりますが、可能であればエレベーターホールの

照明もより明るくして、人目につきやすいようにす

ることが重要です。防犯は自然な監視と自発的監視

が必要です。つまり、通る人の目につきやすいことと、

防犯カメラや管理人などによる積極的な警備のバラ

ンスを取ることが大事なのです。両社長ともそれを

実践されているのはすばらしいことです。（談）

有限会社黒川事務所
綱島駅すぐ近くで 1982 年まで営業していた温泉旅館を取り壊し、翌 83 年
に黒川ビルを竣工。10階建てと６階建ての分譲マンション２棟で計 41戸、
１～ 3 階部分はテナント11軒に貸し出している。

■住所：神奈川県横浜市港北区綱島西 2-6-17
■TEL：045-549-3838

綱島駅商店街

P O I N T

自然な監視と自発的監視の
バランスが大事

篠﨑隊長の
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鈴
木 

明
人

神
奈
川
支
社　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
担
当　

課
長

石
井 

務

神
奈
川
支
社

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
担
当

綱
島
温
泉
の
元
旅
館
業
仲

間
と
い
う
つ
な
が
り
の
強

い
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
た
ち
と

じ
っ
く
り
付
き
合
い
、
信

頼
関
係
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
大
事
だ
っ
た
と
い
う

2
人
の
営
業
担
当
に
話
を

聞
い
た
。

工
期
が
長
い
油
圧
式
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

高
齢
者
へ
の
配
慮
が
必
要

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
実
施
さ
れ
た
お
客
さ
ま
に
任
意
で
加
入
い
た
だ

く
〝
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
友
の
会
〟
と
い
う
組
織
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
メ
ー
カ
ー
側
か
ら
情
報
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
体
験

し
た
お
客
さ
ま
と
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
お
客

さ
ま
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や

必
要
性
な
ど
を
広
く
共
有
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

場
で
あ
る
。

　

神
奈
川
支
社
で
は
、
鈴
木
明
人
課
長
が
信
頼
す

る
黒
川
亮
一
社
長
に
お
願
い
し
て
、
会
員
に
な
っ

て
も
ら
っ
た
。

　
「
黒
川
社
長
に
は
じ
め
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ご

提
案
を
し
た
の
は
、
実
は
５
年
前
の
こ
と
で
す
。

５
年
ほ
ど
前
に
私
の
前
の
担
当
者
が
防
犯
カ
メ
ラ

を
黒
川
ビ
ル
に
導
入
す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
私
が
担
当
と
な
っ
て
、
何
度

も
足
を
運
び
、
少
し
ず
つ
信
頼
し
て
頂
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

　

こ
の
姿
勢
に
黒
川
社
長
が
ほ
だ
さ
れ
た
面
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
黒
川
社
長
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

う
必
要
性
を
十
分
に
感
じ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、

油
圧
式
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
１
カ
月
間
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
６
階
住

居
棟
に
高
齢
者
が
い
な
い
現
在
が
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
か
ら
だ
。
足
の
不
自
由
な
高
齢
者
が
も
し
上
階

に
住
ん
で
い
た
ら
、
簡
単
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

き
な
い
。

　

ま
た
、
地
元
の
商
店
会
で
も
積
極
的
に
活
動
す

る
黒
川
社
長
は
付
き
合
い
が
多
く
、
事
務
所
を
空

け
る
こ
と
も
た
び
た
び
で
、
そ
の
間
、
閉
じ
込
め

な
ど
が
起
き
て
は
大
変
。
そ
の
た
め
、
24
時
間
の

遠
隔
監
視
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
た
の
だ
。

　

こ
う
し
て
、
黒
川
社
長
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決

断
し
た
が
、「
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

極
力
工
期
は
短
縮
し
て
と
強
く
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
」（
鈴
木
）

　

２
棟
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
10
階
建
て
の

棟
に
は
高
齢
者
が
２
人
お
り
、
そ
の
方
々
に
は
１

週
間
だ
け
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
も
ら

っ
た
り
、
娘
さ
ん
の
家
に
移
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
黒
川
社
長
は
住
民
や
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
に
非

常
に
気
を
遣
わ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時
に
、
各

階
の
踊
り
場
に
社
長
自
ら
椅
子
を
置
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
は
私
の
方
が
気
づ
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
が
、
黒
川
社
長
の
お
力
添
え
で
、

ク
レ
ー
ム
ひ
と
つ
な
く
工
事
を
完
了
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」（
鈴
木
）

広
が
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
友
の
会

　

新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
き
始
め
る
と
、
喜

ん
だ
住
民
か
ら
感
謝
の
手
紙
が
黒
川
社
長
の
も
と

に
届
い
た
。

　
「
す
ぐ
に
私
を
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
手
紙
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。『
大
変
な
工
事
を
安
全
に

や
っ
て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
、
よ
り
安
心
で
き
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
』
と
い
う
内
容
が

書
い
て
あ
り
、
私
も
感
激
し
ま
し
た
が
、
黒
川
社

長
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
」（
鈴
木
）

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
黒
川
社
長
は
友
人
の
佐
藤
誠

三
社
長
を
紹
介
し
、
後
押
し
も
し
て
く
れ
た
。
佐

藤
社
長
の
担
当
と
な
っ
た
神
奈
川
支
社
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
営
業
部
の
石
井
務
は
こ
う
語
る
。

　
「
佐
藤
社
長
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
必
要
性
や

シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
お
ら
れ
、
前
向
き
に
お
考

え
で
し
た
。
私
が
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
地
震

や
停
電
、
故
障
時
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
能
に
つ

い
て
も
よ
く
ご
存
じ
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
安

全
性
を
高
め
た
い
と
思
っ
て
い
ら
し
た
よ
う
で
す
。

お
そ
ら
く
、
黒
川
社
長
の
一
言
で
、
最
終
的
に
気

持
ち
を
固
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

佐
藤
社
長
も
黒
川
社
長
同
様
、
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

近
く
の
川
が
か
つ
て
台
風
で
氾
濫
し
た
こ
と
が
あ

り
、
冠
水
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と
き
に
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
お
く
と
、
自
動
的
に
冠
水
時
に
は
か
ご

が
最
上
階
に
上
が
る
「
台
風
時
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
最
新
機
能
も
採
用
す
る
こ
と
に
し

た
。
か
ご
が
冠
水
す
る
と
電
気
系
統
な
ど
に
故
障

を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が
増

え
て
い
る
今
日
、
必
要
な
機
能
だ
ろ
う
。

　

鈴
木
は
、
最
後
に
こ
う
し
め
く
く
っ
た
。「
こ

う
し
て
人
間
関
係
を
広
げ
ら
れ
る
と
、
営
業
を
や

っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
ね
」

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER
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連載●安全・安心を科学する
航空機のための安全・安心

安全に空を飛ぶための「あかり」
航空機の発達で世界は狭くなったといわれる一方、ますます重要となってきた安全性の確保。

実は、そんな空の安全と安心に欠かすことのできないのが「あかり」だ。
ここではその大きな役割と、仕組みに迫ってみる。

誰
も
が
見
て
い
る
光
は

地
上
か
ら
の
大
事
な
サ
イ
ン

　

普
段
、
何
気
な
く
見
て
い
る
夜

景
の
一
部
に
、実
は「
航
空
障
害
灯
」

が
輝
い
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
航
空
機
に
障
害
物

の
存
在
を
示
す
た
め
の
大
事
な「
あ

か
り
」
な
の
だ
。

　

多
く
の
人
は
飛
行
機
に
乗
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
操
縦
す
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
自
分
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
た

と
想
像
し
て
上
空
か
ら
の
視
点
を

考
え
れ
ば
、
あ
か
り
が
い
か
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か

が
分
か
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

　

地
上
の
信
号
と
同
じ
よ
う
に
、

ま
た
は
そ
れ
以
上
に
空
の
交
通
網

に
も
何
ら
か
の
シ
グ
ナ
ル
が
不
可

欠
な
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
人
間

は
必
要
情
報
の
80
％
以
上
を
視
覚

か
ら
得
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　

あ
か
り
に
よ
っ
て
上
空
は
ど
の

よ
う
に
守
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が

い
か
に
航
空
機
の
安
心
を
生
ん
で

い
る
の
か
。
国
土
交
通
省
航
空
局

航
空
灯
火
・
電
気
技
術
室
の
松
村

智
央
氏
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
空
の
安
全
を
守
る
航
空
灯
火
は

飛
行
場
灯
火
、
航
空
灯
台
、
航
空

障
害
灯
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
ら
が
旅
客
機
、
小
型
機
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
、
す
べ
て
の

航
空
機
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
の

で
す
」

よ
り
安
心
し
て
空
の
旅
を

楽
し
む
た
め
に

　

空
港
に
つ
き
も
の
の
飛
行
場
灯

火
と
は
、
航
空
機
の
離
着
陸
時
に

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
な
る
あ
か
り
で
あ

る
。
夜
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
、
飛
行

機
の
窓
か
ら
見
え
る
青
い
ラ
イ
ト

な
ど
が
そ
れ
だ
。ほ
か
に
も
赤
、白
、

緑
、
黄
の
計
５
色
が
使
い
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
配
置
や
色
な
ど

で
灯
火
が
作
り
出
す
パ
タ
ー
ン
を

見
て
、
自
機
の
ス
ピ
ー
ド
や
位
置
、

傾
き
な
ど
を
判
断
し
て
い
る
の
だ
。

　

飛
行
中
は
自
動
操
縦
で
あ
っ
て

も
、
離
着
陸
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
手

腕
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼

ら
の
強
い
味
方
が
視
覚
情
報
な
の

で
あ
る
。
世
界
の
飛
行
場
で
基
準

が
異
な
る
と
対
応
で
き
な
い
た
め
、

国
際
基
準
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
航
空
灯
台
は
上
空
を
飛

行
す
る
航
空
機
に
特
定
の
地
点
を

示
す
た
め
の
も
の
や
、
危
険
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
示
す
も

の
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
、
飛
行
場

灯
火
同
様
、
安
全
な
飛
行
に
は
、

切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在
だ
。

　

一
方
で
、
高
層
ビ
ル
な
ど
の
上

に
明
滅
す
る
赤
い
あ
か
り
が
航
空

障
害
灯
。
高
層
ビ
ル
の
ほ
か
に
も

鉄
塔
や
煙
突
な
ど
、
航
空
機
と
衝

突
の
危
険
が
あ
る
存
在
を
事
前
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
知
ら
せ
る
と
い
う

大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

航
空
法
の
規
定
で
は
地
上
か
ら

60
ｍ
の
高
さ
を
超
え
る
建
造
物
に

は
そ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
建
物
な
ど
を
航
空
機
の
衝

突
か
ら
守
っ
て
も
い
る
の
だ
。
色

は
赤
と
白
の
２
色
。
点
灯
方
法
は

常
時
点
灯
し
て
い
る
「
不
動
光
」、

明
る
く
な
っ
た
り
暗
く
な
っ
た
り

す
る
「
明
滅
光
」、
瞬
間
的
に
強
い

光
を
放
つ
「
閃
光
光
」
の
３
方
式
。

明
る
さ
は
高
光
度
、
中
光
度
、
低

光
度
の
３
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、

高
光
度
の
障
害
灯
は
、
１
５
０
ｍ

を
超
え
る
鉄
塔
や
煙
突
な
ど
細
く

て
目
立
ち
に
く
い
た
め
、
特
に
注

意
を
要
す
る
も
の
に
設
置
さ
れ
る
。

　
「
色
や
明
る
さ
な
ど
は
、Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ

（
国
際
民
間
航
空
機
関
）
で
定
め
る
国

際
標
準
に
沿
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

航
空
障
害
灯
を
含
め
た
航
空
灯
火

は
、
国
際
標
準
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
ど
こ
の
国
で
も
基
本
的
に
同

じ
情
報
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
与
え
る

の
で
す
」

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
目

的
こ
そ
同
じ
だ
が
、
こ
れ
ら
は
地

上
の
信
号
と
は
役
割
そ
の
も
の
が
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違
っ
て
い
る
。
信
号
が
交
通
の
流

れ
を
制
御
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
航

空
障
害
灯
は
障
害
物
の
存
在
を
示

す
た
め
の
も
の
。
ま
た
自
動
車
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
速
度
で
移
動

す
る
航
空
機
か
ら
は
、
よ
り
遠
く

か
ら
認
識
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
明
滅
灯
や
閃
光

灯
が
利
用
さ
れ
る
の
も
そ
の
た
め

だ
。
高
光
度
で
利
用
さ
れ
る
白
色

閃
光
灯
は
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る
霧

な
ど
の
悪
天
候
時
に
も
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
見
え
に

く
い
も
の
に
設
置
さ
れ
て
い
る
と

松
村
氏
は
語
る
。

　
「
地
上
の
信
号
が
一
定
の
明
る
さ

な
の
に
対
し
、
航
空
障
害
灯
は
日

中
と
夜
間
で
明
る
さ
を
変
え
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
周
り

が
明
る
い
と
き
は
光
を
強
く
、
夜

間
な
ど
は
ま
ぶ
し
過
ぎ
な
い
よ
う

に
光
を
弱
く
し
て
い
る
の
で
す
」

　

最
近
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
あ
か
り
を

使
っ
た
街
の
デ
ザ
イ
ン
も
増
え
て

い
る
。
航
空
障
害
灯
の
光
は
、
と

き
に
そ
れ
ら
の
照
明
デ
ザ
イ
ン
を

損
な
う
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、

ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
航
空
障
害
灯
と
同
等
以
上
の

視
認
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
点
灯
中
に
限
り
、
航
空
障

害
灯
を
消
灯
で
き
ま
す
」

　

現
在
、
実
際
に
認
め
ら
れ
て
い

る
の
は
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
頂
部
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
テ
ィ
ア
ラ
ラ

イ
ト
」
な
ど
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
新
た
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

が
登
場
す
れ
ば
街
の
顔
と
な
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

導
入
も
進
み
そ
う
だ
。
赤
色
の
低

光
度
航
空
障
害
灯
で
は
す
で
に
商

品
化
さ
れ
て
お
り
、
長
寿
命
や
小

型
・
軽
量
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

多
く
省
エ
ネ
に
も
な
る
た
め
、
従

来
の
白
熱
電
球
な
ど
か
ら
の
移
行

が
進
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
航
空

障
害
灯
は
夜
間
常
時
点
灯
し
て
い

る
た
め
、
年
間
２
～
３
回
は
電
球

交
換
作
業
を
行
う
。
つ
ま
り
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
普
及
は
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の

点
で
も
効
果
を
見
せ
る
の
だ
。

　

航
空
灯
火
の
歴
史
は
70
年
余
年
。

区
切
り
の
な
い
大
空
に
も
、
道
し

る
べ
と
な
る
よ
う
な
あ
か
り
を
見

つ
け
る
と
、
人
は
ホ
ッ
と
す
る
も

の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思

っ
て
空
を
見
上
げ
る
と
、
見
慣
れ

た
飛
行
機
雲
も
少
し
違
っ
て
見
え

て
き
そ
う
だ
。

生活の中に広がる
「第4世代のあかり」

　LED（Light Emitting Diode）は
「発光ダイオード」と呼ばれる半導体
のことだ。最近、既存の白熱電球を置
き換える製品が発売され、ろうそく、
電球、蛍光灯に続く「第4世代のあかり」
として、注目を集めている。これま
での光源と比較して、長寿命と省エネ
に加えてより薄く、軽く、小さくする
ことができるため、新しいデザイン設
計などへの可能性が広がるのが最大
のメリット。すでに携帯電話のバック
ライトなどにも使われており、私たち
の生活の身近なところにまで登場し
ている。また従来の光源と違い、ガラ
ス管を使用していないため、衝撃や振
動に強く、割れる心配がない。発熱も
少なくまさに「安心・安全」には最
適の照明器具といえるのだ。
　本文では航空障害灯としての利用
を述べたが、最近ではエレベーター
内の天井照明にも採用されている。こ
こでもポイントとなるのは長寿命と
省エネ化だ。白熱電球に比べて寿命
は20倍に伸び、消費電力も80％以
上抑えられ、コストカットに大きな
効果を見せるうえに、水銀レスであり
CO2 排出量も削減。また半導体自体
が発光するため、従来のあかりとは違
った質感や雰囲気を出すこともでき
る。エレベーター内の空間を、これま
で以上に人や環境に配慮した居心地
のよいものに生まれ変わらせる可能
性を秘めているのである。
　より「明るい」未来のために、LED
照明は今後さらに進化を遂げるだ
ろう。

LED照明の特徴と
可能性

　2010　Vol.21

図　航空障害灯の例
航空障害灯は、高層ビルのほか、工場などの煙突や風力発電機などに設置される。
地表または水面から 60ｍ以上の高さの物件に設置義務がある。



二
階
建
て
車
両
で

郊
外
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
通
勤

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
な
か
で
も
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
、
郊

外
か
ら
市
内
に
電
車
を
使
っ
て
通
勤
し
て
く
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
こ
こ
何
年
か
で
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、
こ
う
し
た

路
線
に
二
階
建
て
車
両
を
導
入
し
た
こ
と
が
あ
る
。
二
階
建

て
車
両
に
し
た
こ
と
で
、
車
内
の
乗
客
ス
ペ
ー
ス
は
こ
れ
ま

で
よ
り
も
ぐ
ん
と
広
く
な
っ
た
。
料
金
は
日
本
と
比
べ
る
と

高
め
の
設
定
だ
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
の
な
か
で
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
あ
る
い
は

そ
の
多
く
の
車
両
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
も
可
能
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
収
集
し
た
り
し
な
が
ら
通

勤
す
る
と
い
う
の
が
あ
た
り
前
の
光
景
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
の
鉄
道
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
駅
の
乗
り
換
え
時
の
シ
ー

ム
レ
ス
化
は
、
あ
ち
こ
ち
で
進
ん
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
駅
で
の
利
便
・
快
適
性
は
増
し

て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
と
都
心
で
の
通
勤
電
車

に
つ
い
て
と
な
る
と
、
昭
和
30
年
代
の
混
雑
と
そ
う
変
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
通
勤
時
の
身
動
き
が

取
れ
な
い
ほ
ど
の
混
雑
状
態
は
、
残
念
な
が
ら
い
ま
だ
に
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
乗
車
し
て
か
ら
目
的
の
駅
で
降
り
る
ま

で
、
１
時
間
以
上
も
立
ち
っ
ぱ
な
し
と
い
う
ケ
ー
ス
も
ざ
ら

で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
ゆ
っ
た
り
と
通
勤
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
い
う
な

ら
ば
、
沼
津
や
三
島
あ
た
り
か
ら
東
京
へ
新
幹
線
通
勤
を
し
て

い
る
人
も
増
え
て
き
た
よ
う
だ
。
ス
シ
詰
め
電
車
に
よ
る
毎
日

の
通
勤
で
は
、
仕
事
を
す
る
前
か
ら
疲
れ
て
し
ま
う
。
高
齢
化

社
会
を
迎
え
、
シ
ー
ム
レ
ス
化
の
次
は
そ
ろ
そ
ろ
通
勤
電
車
の

混
雑
改
善
に
目
を
向
け
る
時
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
談
）

動画サイトでも評判の日本の通勤ラッシュ。
そろそろ本格的に混雑改善にも目を向けてもよいのではないだろうか。
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